
 

 

物
価
高
騰
や
お
米
を
は
じ
め

食
料
品
の
値
上
げ
な
ど
、
多
く

の
区
民
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
第
３
回
区
議
会
定
例

会
は
、
物
価
高
騰
か
ら
区
民
の

く
ら
し
を
守
る
区
政
の
役
割
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
牛
尾
区
議
団

長
は
、
18
日
の
本
会
議
で
の
長

谷
部
区
長
に
対
す
る
代
表
質
問

で
、
住
民
に
最
も
近
い
自
治
体

と
し
て
区
政
の
責
任
を
果
た
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。 

今
号
で
は
、「
く
ら
し
、
福
祉

を
守
る
区
政
に
つ
い
て
」
の
物

価
高
騰
対
策
等
に
つ
い
て
の
質

問
と
区
長
答
弁(

ど
ち
ら
も
要

旨)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

区
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を 

区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
現
在
、

中
間
集
約
の
段
階
で
す
が
、
昨

年
よ
り
苦
し
く
な
っ
た
が
41
％
、

苦
し
い
ま
ま
で
変
わ
ら
な
い
が

30
％
、
合
計
71
％
で
、
そ
の
要

因
と
し
て
７
割
が
物
価
高
騰
を

あ
げ
、
医
療
、
介
護
、
税
の
負

担
増
が
２
割
弱
、
実
質
賃
金
や

売
り
上
げ
の
減
少
が
約
１
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
、
こ

の
10
年
間
で
34
万
円
も
減
り
、

年
金
も
実
質
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

米
が
不
足
し
て
高
値
と
な
り
、

出
回
り
始
め
た
新
米
の
小
売
価

格
は
３
～
４
割
も
高
騰
し
て
い

ま
す
。
自
治
体
に
と
っ
て
最
大

の
課
題
は
、
物
価
高
騰
か
ら
区

民
の
く
ら
し
を
守
る
こ
と
で
す
。 

新
宿
区
で
は
、
今
年
２
月
か

ら
国
が
行
う
低
所
得
世
帯
へ
の

給
付
金
や
子
ど
も
加
算
に
上
乗

せ
し
て
区
独
自
の
給
付
金
を
支

給
し
ま
し
た
。
板
橋
区
で
は
障

が
い
者
福
祉
施
設
に
対
し
、
在

籍
数
一
人
当
た
り
、
入
所
施
設

は
１
８
５
０
０
円
、
通
所
施
設

は
１
４
５
０
０
円
の
物
価
高
騰

対
策
支
援
金
を
支
給
し
、
墨
田

区
で
は
、
３
０
０
万
円
を
限
度

に
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
緊

急
対
策
資
金
を
金
利
ゼ
ロ
で
融

資
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
区
長
が
提
案
し

た
補
正
予
算(

第
２
号)

に
は
、

物
価
高
騰
対

策
は
全
く
盛

り
込
ま
れ
て

お
ら
ず
、
区
長

発
言
で
も
区

民
の
く
ら
し
に
つ
い
て
は
何
ら

触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
区
長

は
、
物
価
高
騰
の
も
と
で
の
区

民
の
く
ら
し
の
大
変
さ
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。 

都
は
９
月
議
会
に
む
け
た
補

正
予
算
に
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
３
３
７
億
円
を
計
上
、
保
育

所
や
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護

施
設
や
事
業
所
、
障
が
い
者
施

設
、
医
療
機
関
、
公
衆
浴
場
、

運
送
事
業
者
な
ど
の
中
小
事
業

所
に
、
高
騰
し
た
食
材
費
や
光

熱
費
、
燃
料
費
へ
の
支
援
金
を

盛
り
込
み
ま
し
た
が
、
区
民
へ

の
直
接
支
援
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

渋
谷
区
独
自
に
、
物
価
高
騰

に
苦
し
む
区
民
に
広
く
行
き
渡 
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３
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例
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・・牛
尾
区
議
団
長
の
代
表
質
問
②
・
・
・
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を
提
案 

「
生
活
苦
71
％
」
な
の
に
、
く
ら
し
に
寄
り
添
う
姿
勢
も
対
策
も
な
し 

 

 
 

 

 

に…
 

 

る
、
直
接
支
援
と
負
担
軽
減
を
直
ち
に
実
施
す
べ

き
で
す
。
昨
年
度
の
繰
越
金
を
65
億
円
も
財
政

調
整
基
金
に
積
み
増
す
補
正
予
算
を
見
直
し
て
、

低
所
得
者
へ
の
給
付
金
の
支
給
、
東
京
都
が
行
う

小
規
模
零
細
事
業
者
へ
の
燃
料
費
や
材
料
費
高

騰
へ
の
支
援
に
区
も
上
乗
せ
を
行
う
べ
き
で
す
。 

区
長
は
地
域
通
貨
ハ
チ
ペ
イ
へ
の
プ
レ
ミ
ア

ム
を
物
価
高
騰
対
策
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
低
所

得
者
や
高
齢
者
な
ど
、
ハ
チ
ペ
イ
を
利
用
で
き
な

い
人
、
し
な
い
人
に
は
支
援
が
届
き
ま
せ
ん
。
誰

も
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
紙
の
商
品
券
の
発
行
や

ク
ー
ポ
ン
券
の
支
給
を
実
施
す
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
区
長
発
言
で
、
公
共
施
設
の
使
用
料
の

見
直
し
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
公
共
の
役
割
を
投

げ
捨
て
、
厳
し
さ
を
増
す
区
民
生
活
に
追
い
打
ち

を
か
け
る
も
の
で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
値
上
げ
の

検
討
は
や
め
る
べ
き
で
す
。 

区
長
答
弁 

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し

て
、
本
区
独
自
の
支
援
策
に
よ
り
対
応
す
る
。 

 

直
接
支
援
と
負
担
軽
減
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
低
所
得
者
へ
の
給
付
金
の
支
給
は
、
国
や

都
に
よ
り
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
新
た

に
非
課
税
世
帯
に
な
っ
た
世
帯
へ
の
給
付
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
新
た
な
給
付
は
実
施
し
な
い
。 

 

原
油
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企

業
を
支
援
す
る
た
め
、
国
や
都
の
制
度
に
つ
い

て
案
内
す
る
ほ
か
、
区
独
自
に
無
利
子
の
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。 

 

紙
の
商
品
券
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
様
々
な

課
題
が
あ
る
た
め
実
施
し
な
い
。
し
っ
か
り
と

ハ
チ
ペ
イ
の
ユ
ー
ザ
ー
と
店
舗
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
、
産
業
と
区
民
生
活
の
支
援
に
取
り
組
む
。 

 

施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
負
担
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
社
会
経
済
状
況
等
を
反
映
し
た
適

正
な
受
益
者
負
担
と
な
る
よ
う
見
直
す
。
急
激

な
増
額
に
な
ら
な
い
よ
う
算
定
上
の
上
限
を
設

け
る
と
と
も
に
、
町
会
等
の
団
体
に
対
す
る
減

免
制
度
は
維
持
す
る
な
ど
、
現
在
の
利
用
者
に

も
配
慮
し
つ
つ
算
定
基
準
を
策
定
す
る
。 

 

区議会第３回定例会 

牛尾まさみ区議団長の質問の柱 

質問項目 

１．区民のいのちにかかわる国政問題について 

 戦争国家づくり、羽田低空飛行ルートなど 

２.くらし、福祉を守る区政について 

物価高騰対策、熱中症対策、風水害対策、玉

川上水旧水路緑道整備、国保料、高齢者の福

祉や住宅政策など 

３．若者支援について 

４．教育について 

 未来の学校プロジェクト公園通り西地区市

街地再開発事業など            以上 

 

田中 まさや 

敬老祝い金削減に怒りの声を突き

付ける～牛尾議員の質問より 

敬老祝い金について、区民アンケートに約

半数が７５歳以上の全員に支給してほしい

と答えており、「財政富裕区と言われる渋谷

区が今までやっていた敬老金を削減してど

うするのか分かりません」「前区政と比較し

ても後退している」「区長の税金の使い方で

福祉を勝手に変えるな」など批判が寄せられ

ています。敬老金の配布時期を迎え、問い合

わせや、削減への怒りが寄せられています。 

区長は、物価高騰で年金が実質引き下げと

なるもとでの敬老金削減が高齢者に与える

痛みをどう考えているのか伺います。高齢者

の声にこたえて削減を撤回すべきです。 

区長答弁 敬老祝い金事業は単なる現金給

付ではない。今回の制度変更は、社会情勢の

変化や今後の事業継続のため。元に戻す考え

はない。 


